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1はじめに－東洋学の進展
予の，生来はじめてチベット(Tibet,西蔵｡(z)以下8Tibet'に従う）のこと
を耳にしたのは，すでに55年近い過去のことに属する｡(3)TibetはインドHi-
malaya山脈<4)の北に位間し，同lll脈の南に位i趾するNepal王剛と同椴に外
人を入れない秘密国としてこれまで長く股も外部に知られない国であった。そ
れが中国の政治的大変革により，先年中共に併合され今夏には遂に地方自治区
共産主義委員会を設面せしめられるに到った｡(5)Tibetは「世界一の高原」で，
呑底で標高2,500汎内外であり，ただ谷地だけがところどこ耕地となり，小集
落を形成するだけで，他は一面の森林地帯か大軍服である。従って生活的にも
文化的にも股も不遇不利の条件下にあった。言葉はあっても文字はなく，漸く
7世紀のTibet王Sroi-btsan-sgam-po(ソンツエン・ガンポ）の時に至って
TndigのSanRkritに倣ってはじめてTibet文字を制定したほどである｡《‘）し
かし，このソンツエン・ガンポ王はTibet開圃の英主と称される文化的大恩
人で,Nepalから妃Bhrkuti,唐から文成公主を迎えたが，いずれも爾信の仏
教徒であったため，その感化で強力にTibetに仏教を迎え入れることになっ
たものである。Tibetには仏教以前からボン教(Bon,宋教・梵敬・凡教とも
書く）なるものがあったのであるが，きわめて程度の低い呪術的な宗教で，社
2会的弊害も少なくなかった｡(7)そこで王は人民の幸剛と民族文化の刷新向上の
ため，稜極的にTndiaから仏教を採り込み，これによって民族将来の社会的
繁栄をもたらそうとしたのである。そして王によるこの企画は美事にみのっ
て，現にわれわれが「西蔵大蔵経』に見出すようなすぐれた内容の宗教的思想
文化を形成し得たのである。しかし,Tibet人の民族的性愉が閉鎖的，つまり
非開放的であり，異民族に対して極端に懐疑的もしくは排他的闘争的であった
から，他国民はこれまで容易にこれに近づけず，従ってTibet文化そのもの
も殆んど外部に知られること無くして数百年の年月を経たが，いまは政治事悩
も異なって来，とりわけ過去半世紀間中に次々に日本の仏教学者がいのちがけ
のTibet入国と同国に秘蔵されていた写本仏教大蔵経の持ち出しに成功して，
内外の仏教学者は今日では安らいだ心でTibet仏教の研究に専念しはじめて
いる現梢である。ここではそうしたTibet仏教研究の具体的一事例として
Cannd"国のTi"t仏教学者HerbertV,Guenther(ヘルベルト。V・ギユ
ンター）教授にすぐれた新着のあることを紹介し，研究報告にかえることにし
たい。
2西蔵大蔵経の成寅鐸渦
中村元教授は,r東洋人の思惟方法』第二部（日本人・チベット人の思惟方
法）中の「第五篇〔附識〕チベット人の思惟方法」第2章で，「錨文化現象，
殊に仏教の受容形態にあらわれた思惟方法の特徴」として，
1．個人的な入棺的結合の意識の称苅
2．宗教的権威ある特定個人に対する絶対的州投
3．ラマ教の社会的秩序に対する絶対的服従
4．シヤマニズム的伽li'j
5．論理的性格
の5点をその代表的なものに数え，且‘雌細に説明していられる｡(6)
Tibetの特異な文化は，その風土的曝境に負うところが少なくない。Tibet
は天然の秘糖図である。そのような肌土と自然曝境とがさきのようなボン教を
発述させてきていたcボン教はすなわちShamaniSmの一種で．シベリア,II』
央アジア，束・西トルキスクン，蒙古，満州，シナから朝鮮，北日本一帯に広
がっていた服始未開の呪術的宗教である。その考察は宗教学的におのずから別
になさるべきであるが,(9>'l!付教授がl,湖jにご列準の3点は実は一辿の内容の
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もので，同教授自身も，「人間の形成している人倫的組織のうちで蚊も閉鎖的
なものは家族であるが，チベットでは歴史以前の時代から今日に至るまで．家
族については奇異な習俗が行われている」（,｡)とし，それは何であるかというに
一妻多夫の風判で，その兜由として青木文教師が掲げた二点を紹介している。
すなわち,(1)Tibetは不毛の地で，人口が埴大するのを阻止するため一妻多
夫にした,(2)Tibetはlll国で交通不便のため，官吏の転任や商人の旅行に家
を不在にするjWIM1が長いのであり，且Tibetでは婦人の社会的地位は低いけ
れども，次庭内での妾の権力は強く，実際上裂長の地位にある，しかも長期に
夫の不在【IIは孤IⅢを守る必要があり，夫の弟と同居する環境であるから，少な
くとも上I箇瑛庭では一妻多夫が公認されていたというのである。なお反対に一
夫多妾の例もあり，既述のソンツエン・ガンポ王にも5人の妻があったとい
う。いずれにしてもTibet人には生活共同体としての「家」の仙念はあって
も，男女燗人の人絡的結合の意識が稀薄であったことは躯実のようである。そ
のことがひいて「宗教的椛威ある特定個人」に対する絶対州投の風を瑚長さ
せ，やがてラマ教(Lamaism)のごとき政教一致，または政教一本の宗教生活
木位の社会態勢に追いこんでいったものというのである。W"mniEmはその本
をたずねれば仏教のTibet的変容といえるc(皿)仏敬は既述のようにソンツエン
・ガンポ王のliキTibetに初伝した。その後約1m年を経て，チソン・デーツア
ン(Khri-sroi-lde-btsan)王(A、D､755-781)が出るが，そのときIndiaから
密教が迎え入れられた。いわゆる真言密教である。しかし残念なことにTibet
に伝えられた密教(EsotericismorEsotericBuddhism)は，現地の旧勢力に
圧せられて腐敗亜落したものとなった。それを根本的に改革したのが．これか
ら述べようとする14世紀から15世紀にかけてのツオンカパ(Tson-kha-pa,
A、D,1357-1419）そのひとなのである．
なお．その刑に中村教授がTibet人の思惟方法の一面の特色としてあげら
れた「絢理的性格」というのは，既述のTibet文字を作成したトンミ・サン
ポー タ(ThonmiSambhota,A.D､7C.)がTibet語の根本文典をも作る，そ
の学習を'1'心に仏教研究の離礎的教養としてラマ教僧院では約四年Ⅲの論理学
胆修が必須にされ，判断の表現形式に於てもTibetのものは繍理的桁砿さを
川することが大きな特色となった，その方面を指して言われるものである｡<12）
そしてこの厳絡な論理的体系的思惟方法は,Indiaの大乗仏教の根本思想であ
る「空鯉」の受容の場合等にも適用される｡(13）
さてTson-kha-pa(宗喀巴）のことを説くには，彼よりさらに二三百年
4前の12C.A.D・にTibetに入って法を伝えたIndian仏教側AtiSa(Dipam-
karaSrijnana)そのひとのことを予じめ述べておかねばならない(24)Tibet"､
Tndi"の密教(EsoteriCism)を初伝したのは,Khri-sroilde-brtSan王(54-
797）の時，入職したSantirakSita(寂護),Padmasambhava(迩準生）らで
あるが，密教の秘密法がTibetの風土や習俗に合致して深くその地に根をお
ろすことになった。Khri-sroilde-brtsan王から2代の孫王(Ral-pa-can,815
頃即位）の時．SanskritからTibet語に翻訳する時の訳語を一定するため，有
名な『翻沢名我大典』(Mahavyutpatti)が作られた。しかしこの孫王はその弟
（ランダルマ，836-841在位）に殺され，しかもその弟王は烈しい破仏を行な
ったから一時Tibet仏教は滅亡に近いかに見られた。しかし，不幸ながら，
この弟王も間もなく殺されたから，再びTibetに仏教が似興し得た。その頃
にIndiaからTibetに迎えられたのが上記のAtiSaで，彼は乞われて『菩
提道灯諭』を苫わし．戒律を厳しくし，僧侶の独身を定め．ボン教の儀式を排
するなど，堕落したTibet密教を根本的に改革したのであった。そのAtiSa
を慕ったのがTsoi-kha-paなのであるから．彼のTibet仏教史，もしくは
その文化的における地位の高さはおのずから明らかであろう。Tibet仏教の基
礎は彼によって真に確立されたと言ってよい。
西蔵大蔵経のことを語るのを趣意としながらTsoi-kha-paの紹介につとめ
たのは，彼がはえぬきの，しかも鮫もすぐれたTibet仏教学者として出る前
後頃までに,Indiaの軽諭がほぼその全部のTibet翻訳を完了しD(15)やがて
次々 にいわゆる『チベット大蔵経』(Tibetan-tripitaka)としてI)H版される機
運にあったからである。便宜上，その代表的なものの版名を炎示してみよう。
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6Tibet大蔵経は大別して，カンギュルBkah-hgyur(甘殊爾Kanjur)とテ
ンギユルBStan-hgyur(丹殊爾Tanjur)の2大部とする。前者は仏説部，後
者は論疏部であるが,Indiaや中国の経・律・論の三蔵(Tripitaka)に比較
すると経蔵が前者，論蔵が後者に含まれるに対し，いま一つの律蔵は，(1)基本
的典籍が仏説としてカンギュルに入れられ，(2)その註釈類がテンギュルに入れ
られるちがいがある。そして各部の細分や配列順序の版ごとに多少とも異なる
のが「西蔵大蔵経」の特色であるが,一般としては，（甲）カンギュルを，（1）律
o(9)般若。(3）華厳。(4)宝硫。(6)詣経。(B》秘密の6部とし，時には(5)諸経
から(7)浬築の1部を独立させ，（乙)テンギュルを,(1》讃頌,(2)秘密,(3)"
若，(4)中観，(5)経疏，《｡)唯識，（7）倶舎，(8)律，(9)仏伝（本生),('0).
翰，（]')因明（論理),('2))剃りj,('3)医明（又は医方明),('4)工巧明（くぎ
ようみよう)，（'5)雑の詣部に分類するo(16)さらに大蔵経の収録部数も各版
によって異なり，例えばデルゲ版では
カンギュル100"11鮨部
テンギュル213函3461部
合計313函4569部である。
さらに言えば,Tibet大蔵縄の大部分はインドgnnekrit本からの翻訳であ
るが，少数のPali聖典本や(")それらの原典から漢語・干闘語・蒙古語等に一
旦翻訳されたものが再びTibet語に亜訳されたものも含まれている。そこに
Tibet大蔵経の資料的意装の学問上絶大なものがあるわけである。
3Tibet顕教の新研究
-H、V･Guenther:TibetanBuddhismwithoutMystificationの構成一
さきに述べたTsoh-kha-pa(求賭巴）には蒋述が大小合せて210種あり，
それらはr菩提辿次第描」「秘密逆次第論』の二大主著をはじめとして，顕密
両教にわたる諸註釈，礼識文，祈櫛文，教導沓,-i¥翰，覚書，秘密儀軌，成就
法etC,を含んで．いわば「ツオンカパ全築」の休栽を成すべきものである。
中でも上述の二大主務は，それぞれ甑教・密教の教学の諸流を綜合統一した雌
も教学的権威の商いものである。およそT.nmaismにおいては,Tso6-kha-pa
（1357-1419）に至るまでの思想的系譜は，次の三種の相承として伝承された
という。すなわち
(1)文殊(ManjuSri)一仙脚(Nagarjuna)……と伝えられた甚深観派(Zab-
ー
＜千
~ー
7
molta-ba)
(2)弥勒(Maitreya)一熊溶(Asaiga)……と伝えられた広大行派(rgya-
chenspyod-pa)(以上両派は甑教）
(3)テイロ(Tillo)一ナー ロ(Naro)…と伝えられた加排祈祷派(hams-len
bym-rlabs)(との一派は密敬）
の三流派である。そしてTsoh-kha-paの『菩提過次第論』(Byai-chublam-
gyirim-pa)いわゆる「ラムリム」(Lam-rim)には前二流（顕教）の思魁的
統一綜合が企てられ，第二のr秘密道次第強』(Rgyal-bakhyab-bdagrdo-
rje-h-chaiChen-pOhilam-gyirim-pa)(2,)いわゆる「ガクリム」(Siags-
rim)には第3流の密教を主題としながら，顕密両毅の綜合が意図された。
Tibetの仏教と言えばその凡てが密教であるかの如く孝えられ,Lamaismは
槌だし<誤解されている。これらの誤解を除き正伝のTibet仏教を明確にす
ることが近代の内外の仏教学者における大きな研究上の努力目標になってきて
いる。外国では早くE・Obermillerが1鯛5年にTshOi-kha-pa,lepandit
(Melangeschinoisetbouddhiquem)を出し，近年にはイタリー からC・
TuCCi教授が三部の大作00TibetanPaintedScrolls"(")を出した。また圃内で
は京都大学の長足雅人教授が戦後間もなく『西蔵仏教研究』（23）を出版されて
何れも大きく学界を稗益している。長尾博士はその藩の「はしがき」において
ツオンカパ（宗I喀巴）の『ラムリム」（菩提道次第諭）という書物の菰要
さが知られ出したのは，必らずしも新らしいことではない。だが私にとって
は，その西蔵文を実際に洸みまた訳して見るまでは、それのほんとうの価値
は知られていなかったといってよい｡
と語り出し，さらに「巾観哲学といふ様な。仏戦の根木錐でもあり，難解とも
せられるものが，かくも粉細にまた平易にこ強に取扱はれてゐることは，一つ
の驚異であった。然し更にまたそれが，印度から西職へかけて十数泄紀問の大
きな思想の流れに於ける，ある帰結を示すものであること，そこには幾多の思
想類型が照をなして保存せられてゐること．またそれがI#'国・朝鮮・日本に
於ける三論宗的な中観仏教とは，よほど違った性糀を捗ってゐること，などに
気づくに及んで，之を学界に紹介すべき必要と義務とを感じたのも当然であろ
う｡」とのべ，「か私る西蔵仏教は，単に西蔵仏教という地方的な意味でのみ処
理せらるべきではない。より広く印度学的な，或は仏敬学全体からの，考察と
吟味とを要求する性質のものだからであるc」とTibet仏教研究の学問的な
意義の竃大さを極言していられる。直接には松本文三郎（金沢出身・四高は西
8田・鈴木両博士と同期）榊亮三郎両京大教授らの置礎の上においてであるが，
そこには同時に奈良・平安以来の，測れば聖徳太子以来の日本仏教の学問的伝
統の誼みと確かさとが現代としてはむしろinternationalな椛威と亜要さと
において反映せしめられているのである。しかも長尾教授は決して「三論宗的
な中観仏教」を拒んでいるのではない。それどころか，日本が現在国際的に位
睡したその学問的境位において，世界の何れの国，何れの民族にもまさって具
体的にはこの「中観仏教」の思想的命脈を關拓し保持する武任と義務とのある
ことを強調されたものと見てよかろう｡(2‘）
Tsoi-kha-paの「ラムリム」には大小の2本がある。すなわち，
大本:Skyes-bugsum-gyinams-sublah-bahi""-'αメカα腕s-c"dis"""-
b"s20"-"""""-c""61am-gyirim-pa.(三士の受容すべき全次第を明示
する菩提道次第）
小木:Skyes-hngsum-gyinam-sublai-bahi6yαｶｰc〃"blam-gyirim-pa.
である。大本は著者46才の時,Lha-sa北方のレテイン寺で作り，小本は53才
以後，ガンデン寺で前者の略本として帯わしたもので，内容の順序次第は全く
同じいといわれる｡(2鋤なおレテイン(Rwa-sgred)寺というのは，もと甘丹
派(Bkah-gdams-pa)の本山であったが，のちゲールク派（黄教）に属した
寺であり，ガンデン寺はTsoi-kha-paがラマ教改革の拠点として建てた所で
ある。そこに彼の勢いと信念を見るべきであろう。『菩提通次第論」では修学
者の段階を下・中・上の三士に分け,IIm次，人天乗(ilt間の学）と二乗（声聞
・縁覚）および大乗（ポサツ逆）を修めるべきものとする。とりわけ「上士」
のための大乗道が中心になるもので，(1)発ポダイ心，(2)六波羅蜜，(3)四摂法を
詳説する。中でも六波羅蜜中の第五の「止」単rnnfITRと「槻」vipaSyan員が
要論の部分と見られる。「止」はすなわち禅定であり，「観」はすなわち般若
である｡(27)Tsoi-kha-paの密教に関する代表的著作「秘密逆次第論』も441枚
から成る浩渤な書であるが，そこでは大乗仏教に波羅蜜多宗(Paramitayana)
と密呪乗(Mantrayana)との2つあることを挙げ，さらに後者にkriya(作),
carya(行),yoga(喰伽),anuttarayoga(無上聡伽）の4"'1の次第のある
ことが税明されている。中でも後の2部門が亜要であるというのである。
華者が雌初にのべたような因禄で入手したTibet顕教の新研究聾ddTibetan
BuddhismwithoutMystification"は，もともと予のTibet仏教の理解や研
究そのものが未熟浅薄であるためと，入手以来日数があまり経たないためもと
より不十分千万であることを恐れるが，前来記したTibet仏数の教学上の発
‐
幸
ー一
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連経過に参照すると，最も大胆に言って宗教的人間形成(religioushuman-
formationorimman-formationbyreligion)ということがその中心問題に
なっていることのようである｡(2a）同iIFのPremceによると,1961(昭36)年
の大学夏季休暇にTibetを訪ね，当時のHisHolinesstheDalail2m2に
会った時，ダライラマは,Tibet仏教がいま世界に大きな誤解を受けているこ
とについて深い慨きの念を懐いていることを訴えられた。それを原文どおり示
すと，
He(註，ダライラマ)complamedthatmuchofthatwhichpurport"
tobeinfOrmationaboutBuddhisminTibetwaspurefancyandcatered
fOrthemystery=mongerratherthanfortheearnestseekerofreligious
"perienceorthecriticalstudentofPhilosophyandthatitsrichsym-
bolism,especiallythatoftheTantras,continuedtobemisrepresented
grossly.(Preface,p、Ⅶ）
と言って,密教にも問題があるが,飛木的には宗教的な敬塵な人生体験とTibet
顕敬の現代西洋哲学の立場からの解明が必須であるとしているのである。そし
てダライラマは第8世Dalailam2の師厩(tutor)であった人の排いた4諏
類の小論文を著者に貸与してその研究を奨めた。そのTibet文字によるテキ
ストがこの害の巻末に付載されているのみならず，著者はその全英訳を本杏の
第2部として収蔵している。その択題とTibet原文の枚数を以下に列挙して
みよう。
1.TheGold-Refine可bringingouttheveryessenceoff"eS""α"。
77z"""P""s…･…･…･………………………………･…･･…･…･…･…..…･…空葉
2.TheSpecificGuidanceto7WePmlbwzdMMdMEWe"orthedirect
MessageofBlo-bzang(29)…..……･……‘･…･……･…･･…･……･….…………29*
3.TheSecretManualrevealingMGj""〃醜os#脆虎"eqfSeei堰陸αJ"y
ortheSourceofA11Attainment……………………….……･･……..….…12葉
4.ThelnstructionmtheEssenceofMeV画"画yロ"αF""ortheShort-
cuttof"2P@ﾉα"q/UW"y(33)…･･……………….……………………………16葉
これらの4篇中，第一は経(sntra)とタントラの本質を論じ，第二は特に
顕敬【|!の「｢1'漣仏教」を要進として示し．第三は仏道成就（宗教的人間形成）
のための要諦を掲げ，さらに第四は金剛乗(Vajrayana)を説いたものと考え
られる。厳密には長尾教授の前掲神の『菩提逆次第広論』毘鉢舎那章和訳(31)等
に参照して糀碓を期すべきであるが，今はその余裕と整術を有しない。しか
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し翻って思うに，この沓として雌も注意すべきは，やはり「仏道」(BuddhiSt
Way)と題した第1部であろうし，そこに著者としてのさきのDalair."mnの
好意と期待への応酬があったのであろう。
4人間の翼形成と仏教
日本人として初めて入蔵したのがi{リロ慧海であることは既述した。この人は
慶応2年和泉国（大阪府）堺町北旅龍町の生れ，15才で洩学を修め，17才得
度，明治21年東京哲学館（東洋大学）に学び，愛年黄檗宗羅漢寺を茨したが，
1年にして退院，27年(AmericaのChicagoで万国宗教博覧会が開かれて釈
宗油等が渡米した翌年）釈嬰照に師1Fし，釈興然について南方仏教を学び，仏
教原典入手の必要を揃感してTibet入りを志し,30年6月神戸を出発,Tibet
国境に近いDarjeelingに滞在してTibet語を習い,32年(18")1月，遂に
単身NepalのDhaula-giri付近の間道から危険を冒して入職したものとい
う｡(32)自らTibet名をdSes-rabrgya-mtsho'(慧海）と称し,Sera寺の学院
に入り，ラマ教を学ぶのであるが，側籍が発覚してpurgeされ，在蔵5年に
してInIHi"経由明治36年5月に州刺し，時事と朝日の両新聞に「西蔵旅行記」
を述職して世人を驚かせた。何ほどかのTibet品を将来していたので明治37
年「将来目録」を刊行し，同年9月再度入蔵の途に登り,Nepalで梵文仏典
写本を蒐災，大正2年入蔵，漢訳甜檗版大蔵経とTibet訳刊水大蔵経交換の
班禅噺ﾛ駅3,)との先約を果し，またDalailamaからは東京大学へ寄磁すべき
Tibet沢写本大蔵径を委託され．災に他版の大蔵繩はじめ，仏像・仏画・法器
等，並びに地質・動植物の標本弾まで蒐集持参して妓初に述べた如く大正4年
8月に帰朝したのであった｡(3‘>その後慧海は東京宗教大学（大正大学）に出講
し傍らTibetanとSanfritの仏典群を翻訳し，且社会的には仏教宣場会の
結成指導零に尽力し，自らは大iE15年1月の還暦に際し，具足戒を棄捨し「在
家仏教」を提唱した｡“〕この後昭和10年北京より内蒙古を蹄在し，晩年には東
洋文”こあって藏和大辞典の細纂に従了ガし，終戦の年2月24日81才で残し
た｡(,‘)河口の後にも入蔵し，もしくは渡欧してgnnFkritに併せてTibetanを
修めた日本の学者は数多いのであるが，今特に慧海についてのみ洋妃したの
は，彼が本邦のTibetologyのI)Mi者であるのみならず，大蔵経はじめ多くの
Tibet寅糾を将来し，且これを日本の風土に生活的に移し変えようとする程，
Tibet仏教に対し終始一貫した侭念と摘熱の持主であったからである｡(3?)転じ
寺
→へ
ー
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て溌海の入蔵以来半世紀を隔てた現代のTibetnTIBllrMhism研究者であるさ
きのHerbertV.Guentherの0TheBuddhistWayfromorigmalTibetan
Sources'とsUb-titleした00TibetanBudhismwithoutMystification"の残
りで而も妓初の部分である第1部を見るに，次の5章から成っている。
1．Man-HisUniquenessandObligation
2．DifferentTypesofMan
3．TheDiVinemMan'sLife
4.ThePamandtheGoal
5．ParamitayanaandMantrayana
これら5章こそはすなわち蒋者のTibet仏教研究の成果であり，その総精
算と考えてよく，西洋哲学との比較対照においてさまざまのすぐれた近代的な
新見解が見出されるのであるが，そのうち妓初の3素は何れも1man'(人間）
の観察に閲したものである。すなわち，第1章は人間の個別的な人格性とそれ
に伴う道徳的義務をのべ，邦2索は人間に賢愚・善悪・優劣の盤等があると同
時に社会的に見て上層・中層・下層の階層的区別がある事実を指摘し，さらに
第3率ではそうした個人的区別にも拘らず,人間的生命(man'slife)の尊厳，
氷教的生命観としては「仏性」Buddhaheit(成仏への可能性）が具わってい
ることを明確にしようとしている。従って続く両章は，そういう人間の人格的
完成への行道(thepath)とその迷成目的(thegoal)とを洋細に説き，鮫も
具体的に般若乗(Paramitayana)とマントラ乗(Mantrayana)との対立と
綜合において大乗仏教の極意を諮ろうとしているものに他ならない。両乗の対
立はすなわち顕教(Exotericism)と搭教(Esotericism)との区別でもあり，
或は教相と事和とのちがいと称してもよく，さらにそれらの綜合という所にこ
そ金剛乗(#heVajrayana)の遊行と真言密教が極意とするmapala(the-
PalaceofUnity)の世界の実現があるのであろう。この沸が繰返して用いる
のは'loving-kindnessandcompassion'の語であって，これは漢訳の「慈悲」
(karupa）とか「大悲心」(mahakaru"-citta)ということに他ならない｡(38）
ギユンター(Guenther)教授の新苫そのものの内容的研明は引続き行う予定
であるが，ともかくTibetで現在まで研究されてきている代我的仏教学派は
顕敬としては次の4派であるとする。
IVaibhaSikas(分別魏郁）
mSautrantikas(経鹸部）
mVijnanavadinS(唯識学派または琉伽行派）
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ⅥMadhyamikas(中観学派）
そしてこれらの学派は現代の西洋哲学に参酌して言えば順次，次の如く理解
されるというのが著者の見解である。
Ianaiverealism(業朴実在治）をrepresentする
nacriticalrealism(批判的実在論）である
Ⅲ西洋哲学におけるtheidealistic-mentalisticthinkers(観念論的一精神
主義者）に極めて顛似したものである
Wnothmgness(no-thmg-ness)空観〔存在の＃1噸性〕を説くものである｡〔3，）
そして蚊後の「中脳派」にはさらに0Svatantrikas'独自論→とoPrasangi=
kas'応過論とがあるが．正しい空請は後者すなわちdPrasangikas'にあると
する｡(4．）
インド仏教における「否定」(nothingness)は否定によってむしろ世俗を
「迩立」し，「恢復」(begriinden)することに他ならない。$Svat2ntrikas'も
0Pr3sangikas'も共通してこのことを目標にしている。「独自」｢応過」両論の立
場上の相違は的確に把撮することが困難とされる。しかし要は論理に対する態
度如何であると見られる｡(41)が遮本的にはそれは「人法二無我」の問題．した
がって宗教的人間形成の問題に拘わることがらであって，宗喀巴（ツォンカ
パ）はCandrakIrti(月祢）の応過論の立場に立って人無我を主強し，人我如
幻の故に無自性の立場から縁起的世間に応同し得るとし，龍樹が『『|'総」で説
いた無自性の立場からのみ爽実の智慧が郷られるとした。龍樹はr大智度論』
40において三種の慈悲（衆生縁・法縁・無縁）を説いている。そして無縁のそ
れを妓勝とし，「諸仏は軽く畢寛空を修行するが故に名づけて無縁となす」と
言っている。大乗仏教にいう空釦nyaの思想に徹底し，自他の対立を全く擬
無して既に対象のない(Cno-thing-ness')絶対慈悲を「無縁」のものとし，妓
商の慈悲すなわち大悲とするのである。しかし仏教用語，ことに洩択仏教語は
次蛎に現代人の生活や思想から遊離しつつあるのは事実である。同時に,Vive
kanandaが言ったように「真理は常に一つ」である。それを哲学者は様々な
名で称するのである。人間の真実形成が今日ほど急がれているときはない。問
題と方法は東西文化の交流と会合帰一にあると考えられる。次回に更に進んで
Tibet仏教の宗教的正義をさぐることとしたい。（42)(Oot、15,1968)
ー
ｰ垂
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注
(1)HerbertV.Guenther(ギュンター):TibetanBuddhismwithoutMystification
(TheBuddhistWayfromOriginalTibemnSources),Leiden(E.J・Brill),1966.
(2)謝橘『大漢和辞典』には，「西蔵」（セイザウ）の(二>に．つぎのように妃しある。やや
奨文であるが．雌も明砿で信が趣けるものであるから．これを全部掲げてみよう。
「チベット。行政区iniの潟。東北に奇海省．東は西康省．南はビルマ・印度・ブータン
・ネパール，西は印度のカシミル地方，北は新彊省と界す。但．民例初頭に川辺特別区域
（十三年，四服術となる）が没けられるまでは，唾唾fの西半も亦西蔵の範囲であった。
＃咽で西城といふ字を用ひたのは浦くりlCm有麓らしく，西蔵本部の二大州である術・瞳の
蔵の字を取り．中111の西に在るところから西蔵（シーッァン）と名づけたと酋はれる。故
0 ．
にが我刷で之をチベットと銃むのは銘だ妙なことで,英漢混同の変則呼称である。Tibetの
漢背択は，図蝋挫･上値職･EMfなどと記されている。所調チベット族は，中I側の歴史
に氏・兇・党Jri・吐蒋などと呼ばれて古から知られていたが．西蔵本図と中I]1とが110[接交
渉をもつやうになったのは．附店の際からのやうである。鮒ﾙ!fの際に王位に在ったソン・
ツエンガムボSrongblsanSgampoは，大西蔵帝国の述設を企図し，東は中国に際征し
て';ﾘl野を践駿せしめ．南は野山を越えてネパールの諸王を戦傑せしめたが，図らずも仏散
文化の燦然たるに駕き、終に優端の野望を捨てて文化の吸収に努力を払ふに至った。併
し，中魍では．断の太宗が文正公主を賛普(2；主）に嫁せしめたのを初め，末代にも亦好
を通じて，西辺の1“きを図った･元代には其の勢力下に立ったが．明朝は西蔵に野心を
懐きながら為す所無くして域亡した。涜栩に至って西藏は未曾有の圧迫を紫り．逆に箭朝
の屈剛となった。h'iWIの末，露・英の勢力が扶殖せられるに及び．西戯は完全に中胴の配
絆を脱すべく画策し，裳世凱の征伐を裳ったが，哀の遠征失敗し，英脚の保没の下に独立
の名を得るに至った。併し．第二次大戦後イギリス勢力後退して．今は中莱人民共和国の
中に含まれる｡」（鋪10巻．p.290b-c.S、謎．4月刊。underline,圏点は莱者．以下
おなじ）このあと岡辞典はきらにTibetの現状や文化・地理のことに触れ．「人口約百
万。(illi,1965年の推定では11321,500)住民はチベット族のほか，タングート族・蟻古
族・キルギス族呼が遊牧を業とし．チベット語を用ひる。中心都市は拉溌（ラツサ)｡宗教
と政治が未分化の状態で， 仏教を基とした生活文化を立てている。其の地はもと四部に分
れ．服・術・蔵・阿里といふ。術は又前藏といひ．蔵は後戯といふ。地勢は毘術・ヒマラ
0 ．
ヤの二大山脈が火に伸びて南北二面を擁し，横断山脈．其の東をさへぎり,11t界卵一の商
原をなす。平均商庇一・万班千尺。其の間の硝々低い所は雅魚蔽布江及び印庇河の谷で，西
北部は一大草服をなし．天然の牧甥である｡」（同前9p､29Oc.)なお同辞典には引続き
「里朝文|欲通考．輿地考，西蔵」を引用しているが，これまた参考になること少なくない
と考えるので全文を辱しとろう。「西蔵．在:'四川雲南倣外1，束四六千四百余皿．南北六
千五百余里，束至鮒四川界‘東南至:,盤南界,，西至,,大沙海1，北至,,青海界,至,,京師一万四
千余里・古西南倣外踊先戎地・西漢魏晋間，種落無塾聞，自!'吐蕃始祖澗捉勃軍,，野,,居肝
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支水西,，並"閉光繊,,其地‘・歴竪周及塾賄．硝未塾迩,!中i副1．共荘長称為,嶺布,、唐貞観八
年(x,63iIA.D.なお聖徳太子は574_di2A.D・Mahometl3570?-6"A.D.)蝿込使来
朝・十五年，斐以,:宗室女文成公主↑，既而滅,1吐呑郡,．尽臣,1羊同党項諸差,，幅員万余
里，店末漸衰弱・宋時亦号"吐蕃,，鯏貢不塾絶．云云，今没Ⅷ棚|剰公三人・一等台吉一人1．
並因,,共俗'・役,,噛隆第巴等戦!，其地有些四，日蔵．其束境日1,喀木,．其西境日,阿里1，
． 0。 □，O
共輔"城六十余1．衛与,,唯木諸城:，皆統1,属於述頼噺IW(MI:,DalaiLama),,蔵与何里
O
諸城,，皆統,I胸於班抑噺嚇(",PaWchenLama)．別投､駐戯大臣二人,，錘撫其地,．
封爵承襲．及入面之ﾘ，紬,於理龍院之典屈司．及柔iMnl,｡」（同前9p.290c～d)
(3)筆:昔が辨前小学校一年生の時で．大正5年（1916）の冬頃であった。受侍の訓導淑戸
述造先′kは通かに故人であるが．正規の師範卒でなく代川敬員と伺っていたが，当時の国
定国語敬科杏一幼稚剛などない時代であるから，その戦科井の最切に「ハク」（雄）と
出て来るのを学洲したのが．余の人IHIとして文字なるものを学び知った岐初である。しか
もその牧師が災物のi劇餓を教材として教場に持込まれた時の感動に似たものが今も鮮明に
記憧に残る。ついで乍ら当時の黒表紙の侭定数科11｝は．ハクータコ（凧）－コマ（独
楽）－マメ（豆）－マス（枡）－ミノカサ（豊笠）－カラカサ（唐笠）－カラ
スガヰマス（蝿がいます）－スズメガヰマス（推がいます）聯の噸で学習させられたも
ので，その学恩を想うこと年と共に深いものがある。しかも錐者はその年濡中休暇1頁家父
（芳樹）より仏税阿弥陀経の修得をせしめられ，8月下旬の.折学期よりに既に朝夕のお斎
（とき）参りに檀瑛まわりをさせられていた。年令的に6才あまりの時に漢字漢文の仏典
学渕を授けた亡父の恩も銘記したい。そうした時期に瀬戸iVll弾はどうしてTibetに関す
る知敬を櫛ていられたか，全く不思議なことで且は有難い限りであった。子の記憶では．
村に盛藤"i蔵（もりとうせいぞう，或は消三か消造であったかも知れない）という家があ
。◎
り，それと同音だが「西蔵」（せいぞう．Tibet)というI剛があるという風なことであっ
た。今謝くると大正4年8〃に河口慧海師(1866-1915)がTibetから帰国しているの
で，或はその報道の因みに叩されたことかも知れぬ。後年子は河口師の『漢蔵対照図択維
摩径』の研究に進んだのでここにこのことを蕊記せざるを僻なかった。因みに近着の広瀬
宗家（正雄）緒『明治百年記念．成立瓢入門簿妙』(S.43..1．1刊）中に唐川即定（か
らかわそくじよう）のことが出ており．「天保元（1830）年越前敦賀郡長賢寺に生。即
定．即淨,lllj戒とも1!Fく･号を徹。元治元年12ﾉ]入l''l．皿応2年の月旦表では描田圃臣と
共に七級を占めている。林外の束郁に遊歴するとき，熟獅を繩せられた。大帰の後に華族
学校（学判院）真水大学で晩年は僻職の傍郷里で漢字を敬授した。大正7（1918）年投。
89才。杏に良じ．越舸にはその揮毫を愛蔵する謀が多いといわれている｡」(pp.20-21)
とあり,n.口絵の写典には「慶応2年4月のﾉ1旦炎」を戦せ．「7級(2段目）に阿部辰
之亟（棚田剛臣）即定。6級（3段目）に古嗣述之進(#lll),5級(4段目）宮川玄水
（河村蝿州）が入っている｡」と説明されている。この店川倣と称する人が越前長賢寺の
生れというのは誤紀で．家父の祖母の弟になる人。兼者の生家の生れで．のち乞われて長
卜
ー
～生
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賢寺に入ったものである。また上掲文中「（広甑）林外の東都に遊歴」等とあるについて
は鮒光洗（かくみつきよし）箸『広瀬淡窓の思想と教育』(S.17.8.20刊）に「明治五
年壬III．林外当時政府に於て教育制度改革の班あり，成立園復た旧態を守る篭はざるを感
じ。兼ねて洋学研究に志して此年上京す，熟務は高弟店川即定に託す｡」(p.409)を参
照すべきであろう。敦賀は戦災で凡てを焼失したが，予は幸い家父の与えし成宜園の「即
定」と肥した門鑑並びに即定（梨渓とも号した）の排数柵を愛蔵している。この唐川老佃
（泉人は術にかく称していた）は真宗大学が東京巣閥にあった（明治33-43年）時期から
消沢満之の下で漢鰐を教え，故暁烏敏師らに対してもインドの須弥山説を教授した。真宗
大学でA!f川と同僚の林並木先生が予らの第四尚佼一年入学当時の担任で，且英語を授かっ
たご縁も不思鍛である。林先生が教科書になされたNathanielHawthome(1804-64)
の巳TwiCe-ToldTales"(1837)は今に保存している。註①の書は，昨夏Americaの
MichiganUniversity(Michigan州AnnArbor市）でThe27thlntern"ifm210ri-
entalistsCongress(Aug.13～19)が開催され参加出席した折，東洋学関係書籍の展示
会場で杏目を知り8月13日に註文し，今年に入りHollandから到着したものである。併
せ妃し，学問の道の有薙いことを改めて自らの胆に銘じたい。
(4)Himalayas[ヒマラヤ山脈〕の語義は,SanSkritの･hima'=snow,0alaya'=abode
にある。その瞳高峰はMt.Everest(8,888m)であるが，昭和39年11～12月の間筆者が
渡印の折pNewDelhiからCalcutta"RAirlndia機で州遠の途次,高度約10,000堀の空
中から辿創lしたが．まさに「大雪山」であった。良友故毎m周一氏はその母と暁烏師の感
化で仏|!1に州依し，多くの法友を残して昨容この世を去ったが，氏の主宰する海雲洞の機
関雌名はまさに「大理山」であった。因みに上把の旅行はCambodin国首都Phnon氏一
nhを|)M仙地とするThe6thWorldBuddhistSCongressに日本代表の一人とし参加出
席しての帰路,Thailand,Hongkong(香港）郡の東南Asiaと1ndia並びにNepal両国
に主として仏賊の巡拝を行った場合のことであるが.NewWlhiの日本大使館では松本
吸東大使お立合いのもと．Tibet仮政府代表者にロ木仏敬徒団が蝿行したTibetの学童
向け巡勁川只，学習敬材寺を閉呈した際，「先年は尚倒で西蔵大蔵径を刊行して下さり，
且その一揃い168vols・を頂けたことは衷心感‘射の他ない」との挨拶があった。誌細は
f矛で細した『日本仏教徒が見た東南アジアの衆師』(S.".2,20インド仏頚辿拝紀行
文鰄蕊委此会苑行．208P.)に載せた。
(5)lll西服省の四半部を占める昌祁地区をあわせ．1965年9月正式にチベット自治区とし
て発足した。（中根千枝氏稿。世界大百科]11jq．師.14,p.770)
(6)Tibet研そのものは．中田西蔵譜族(Sino-tibetain)巾の西蔵緬甸語派に属する。
梵宇に槙して作ったTibet文字は．Smかbtsan-sgam-po王が，仏典将来の目的で
Indiaに送ったThon-misam-bho-taが．イI"II'・婆馳'リLivikara(或はLipidatta)
Li-byinf>DevavidyaSimha(或はSimhaghoSa)の‘汗で学び．仏典を将来し．Tibet
文字なるものをLantsha体にならって製作したのが起りである。（池田澄進箸，中村元
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補『チベット文法入門』1965,p､2参照)Tibet語は字数30,ほかに4靴のIW.r節語があ
る。111審1i語で横番にし，文法は巾I倒語に近い。（諸橋『大漢和辞典』第14巻．p.290d
並びに池lll・中村編著上掲書pp、7～9参照）なおTibet語の由来やその特色について
は剖ﾉIr仏敬大辞典』(10)pp､641～6d15に詳しい。
(7)Sron-btsansgam-po王の遺制llを典鰍したと伝えられる『十万宝ji<{｣(Mani-bhah-
#bum)には，ボン教を評して．「蜘哲について卜占すること，神に祭把供槌すること．呪
咀をDIIえて悪遜を打ち破ること」を主にしたものと言っている。しかし仏敬移入後，ボン
教は軒しくその影紳を蒙り，更にゾロアスター 教("roastrianism)やマニ教Mani-
chaeism)の影評をも受け．教義を組繊し．聖典を作成してここに脱始ボン教が改めら
れ，組織ボン教が成立したといわれる。（型ﾉ］『仏敬大辞典』(10)pp.999-1,0"参照）
.(8)中村元牧授『東洋人の思惟方法』I,(S,23,5)pp,397-430.
(9)日本の神遊儀礼には相当に多くShamanism的要素が残存していると考えてよかろ
う。この頃世間が評判にするようになったj猟県下北半島の「恐山」（おそれざん）での
宗敦儀礼も，そうしたものに却って仏教的要然が加わったものである。
⑩前掲杏,p.398.
⑪ラマ教は仏教のTibetへの秒Mによって発生したTibet仏教であるが．ラマ(bla-
ma，噺佃と漢音写し．上師．上人などと班す。ラマ教の僧侶のこと。bla-maは梵語の
guruに棚当し．師匠の意味で，元来は学徳のすぐれた僧のみがラマと称せられたが，後
には必ずしもかかる師匠たるに相応しい荷のみでなく，広くラマ教における比丘形のもの
一般をさす語となる）が極めて尊衆せられるのが特色で，教理的にも仏法僧の三宝の上に
今一つラマ宝を立て．併せて「四宝」とする。ラマは従って社会的にも般礼的にも股上位
に位して一般に深く帰依される。中村敬授のご指捕もその辺をさされるのであろう。艮尾
雅人教授の『蒙古学問寺』などを見てもわかるが．Tibet,蒙古などラマ教団におけるラ
マの数は極めて多く，男子人口の粥以上がラマであると伝えられる。ラマの生活は．ただ
寺廟内において祈祷を行ない．読‘罰礼拝し，また学問をするだけで．地んで直接民衆の教
化に当り．社会郡業をなす等のことは．一切これを行なわない。強いていえばそこに欠点
がある。また広義における中岡文化の特色や限界でもあろう。しかし．こうした祈祷礼拝
等によって．一般の社会生活の安寧稚柵が将来されるものであることを．一般人もラマも
共に侭じて疑わないのみならず．ラマはW蛾者として自ら任じ，また一般にもかく認めら
れ尊侭される。しかも寺廟における生活は厳絡な戒律によって規定され，また学問内容
も．甑密間数にわたり，天文・医学坤の自然科学にまで及んで頗る商度なものである。
Tibet文化は全くラマによって代炎されると喬ってよい。なおラマは概ね終生ラマとし
て寺剛に別括し，寺廟から衣食を給せられる。そして寺廟の財政的韮礎は．王侯はじめ，
一般の灘拾によって作られいたのであるが．中共の革命による批判も雌点は主としてそう
いう方而に当てられていると考えられる。（この項．望月『仏教大辞典』(10)p.oll43
「ラマBla-ma」に負う所が多い）
?
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42.1'であった。この書の紹介については別の磯会を燭したい。
鋤鍾AStudyofTibetanBuddhism"S.29(岩波）
鋤「中刷・朝鮮・日本」系の「巾観仏教」として三錨宗祖吉蔵の『中醜描疏』10vols,
が代表的且推本的なものと考えられるが，昭和42年10月に「国訳一切経」和洩撰述部の1
冊としてその上半（1～5volS,)だけが配本された。訳者は宮本正蝋・梶芳光巡両博士
と獺本職の三氏であるが，同年「8月12日（土峨）渡米の日の正午記す」と後記された宮
本10士の「中道研究について」はじめ．40頁におよぶ長文の三氏の「中観繊疏」解題は古
今と内外にわたる三證宗系中観仏教の姓もすぐれた慨観である。
燭i鯲榊､通氏滴『新・仏典解題耶典』pp､161161所収解題参照。
鰯レテインは地名で,Lha-saの北々 東60miles,Skyidchu河上流の一支流の峡谷辺
にあり，レティン寺はAtifaの死後．その弟子たちによりその地に逃てられた佃院。甘
丹派はAti鞄の高足Hbrom-stOnが側別した教派。またゲー ルク派(Dge-lugs-pa)は
Tson-kha-paによって改革されたTibet仏教の新派である。この改莱に追随しなかっ
た古来の堕落したままの密教を泰ずる流派をニンマ派(Rhin-ma-ba)という。さらにガ
ンデン(Dgap-ldan)寺は甘丹寺と背写し.｢瀞び」とか「無」とかを具する般勝の寺院の
窓味で，また兜卒天の義ともされる。Lha-saの東北40Kの地にHbrg-ri-bo-che(大ト
ク山）に俺ってたち,Se-ra,Ijbras-spuりs両寺と並びラマ教黄柵派（黄敬）の「三座｣，
或はBkra-fislhun-po寺を加えて「四箇大寺」とするものの一。すなわち宗喀巴が"才
頃削巡し，彼が63才((1419A.D,)で死ぬまで住した。寺名としてはそうであるが．黄
柵派としては派名をDgah-lugs-pa(ガー ルクパ）としたのではdgab"")に快楽的
意味が加わる恐れがあるとして．のちDge-1ugs-pa(徳行派）に改めた。
師前掲長尾教授の著は，前後の2部から成り，第1部ではTibet仏教，とくにTson-
kha-paの仏教を概論し，第2部は企てを『菩提道次第論』の「止」章以下和訳に当てた
ものである。
㈱雛背はとりあえず第27回日本宗教学会学術大会（昭43.10．6日,武蔵野女子大学）に
おいて「H･V･Guentherの仏教観一チベット顕教について－」の題下に研究報告を
おこなった。なおその折．京大の艮尼教授から教示にあずかり得た所では，ギュンター教
授はAustriaの生れで．1ndi2にも踵く滞在し、現在Gnarin掴にある棚当年配の人で
あるとのことであった。
"BIo-b"nは"ndrams:Tibetan-EnglishDictionaryp.9蝿に,･noble-
minded'とある。
munderlineは何れも筆者。
伽広紛中そこで訳出されたのは，序総・真実空性の決択。誤れる空論と正しき空論・否
定と応過・独自の両論・人法二無我・皿鉢舎那の諸相・結論の前後7軍（同書pp.h9'
404）である。
鋤『望月仏教大辞典』(9)pp.118b-119c参照。（以下同じ）
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醐旺禅噺噸（随n-chenLama)はBkra-Sislhun-po(タシルンポ）寺の化身ラマであ
る。同仙院はBtson-kha-paの弟子Dge-hdm-gmb-pa(1391-1474)がGshi-ga-tse
に建てたもので．この述立者が後にDalaiJam"として騨衆されるのである。(Dalaiは
rgya-mtshoの蒙古訳で「海」を意味する。つまりタシルンポ僧院を創めた初代D"125
T-2mZのあと，その系統は次第に栄え．第5代に至りTibet・蒙古にわたり政教両面で
君臨する大勢力となるが，既に第3代匪od-nams-rgya-mtshoの時招れかて蒙古に移
り，そこのアルタンシチからVajra-dharaDalai(持金剛）の称号を与えられて．却っ
てタシルンポ寺に刑まった系統のものは別に"n-chenと称せられることになったので
ある。16c.頃のことである。ついでながら,DalaiLamaは観音ポサッの化身とされる
に対し，随n-chenI."mnは阿弥陀仏の化身とされる。
剛これらの将来品は「美術資料」第1．2（大6）に妃戦され．ナルタ版・デルゲ版・
チョーネ版・写本の各西蔵大蔵経はじめ，とくに蔵外仏典をも多数含み，本邦学界は一躍
して盛富なTibet研究資料を得ることになったのである。
闘私事になるが，筆者らが昭和初期に維摩経研究への関心を深めたのはこの在家仏教の
風潮に推されたものと考えられる。また慧海自身もこの繩淳の深い理解を通じて「在家仏
教」の通に踏み切ったものに相違ない。
㈱慧海将来品中，梵文仏典写本は東京大学に．西蔵大蔵経及びTibetanbOoksは東洋
文庫や大正大学に分蔵されたが．一部関東大震災で失われたものもある。
鋤戦後に出来た『望月仏教大辞典』(9)⑩の両補遺紬は合計1,208頁の大冊であるが，極
めて豊富なTibet仏教資料を収めている。これなども河口がその根基を培った日本にお
けるTibetologyの賜と称してよい。
醐例せば19,37,85,97,107の各頁及びp･99notel参照。今夏イギリスのDorche-
SterにおけるThomasIhrdy(18411928)の記念大会に出；&の大沢衛金沢大学法文学部
長の草穂貢HardyinJapan"(金大英文学会誌“､11,1%8)のpp･9-10には人間の運命
や宿業の問題に触れ．その中には次の様に0Lovingkindness､の涌菜が見えて毅授の大乗
仏教や．少なくとも頒敦への大きな関心が窺われる。.海老池俊治氏によれば．Hardyの
思想は．「人間は、身の意志のいかんにかかわらず．宇市を支配する両目な（内在意志）
にあやつられる」（世界大百科辞典18,p.177c)というSchopenhauer風な，従って
東洋梅学的な器え方であったようであるc
ChanceweavesFate,andthewovenFhtebegetsstillanotherChance.(筆者註，
chanceは縁．mtcは因と考えてよかろう)Thisreciprocalprocessisrepeatcd
endlesslyinwhatwecall･j邦－""z'.ThisderivesfromtheBuddhistiCterm,
“γ加口，（脱．Karma",whichmeansaccumulated-Behaviours-ever-accumu-
lating-and-effeCting.ThisiSnothingbut,inl･Iardy､sphrase,Life'sLittlelronies
AndaCCordingtoNishida(at,西田幾多郎),wemaytakeitfbrgrantedthe
mosttouchingofHardy'sthemesiscentrcdontheQw""αofhumanbehaviour.
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OLovingkindness',thus,beginstoassertitselfastheonlyvirtuecounteracting
Wte･Whileweknowthat'Lovingkindness'isproducedbythedarkC""mm,
wecannotbutcherishahopethatitwillgrowmoreandmore,indepthand
inwidth,inthehumamheart,justastheSpiritofPitiespmyedeamestlyin
7Weny""!s.
大悲心の問題は大乗仏敦の根本的特色と考えられ，予も亦「大悲為本の真理一維摩経
義疏の思想的特色」（日本仏教源流研究紀要ipp､18-44,S.37)「僧肇における大悲心の
問題（上）（下)」（印度学仏教学研．16-2,pp､68-72及同17-1)等で一連の考察を行な
ってきた。Tibet仏教の第一義も亦．けだし大智】1画haprjnaによる大悲IInhakaruna
（利生化他）の心行に他なるまい。典言宗において正依とする大日経では「菩提心を因と
為し，大悲を根と為し，方便究寛す」というのである。（拙著『維摩経の思想的研究』第
六章「維摩経の密教思想」pP.93-105参照）
㈱H.V.Cuenther:QTibetanBuddhismwithoutMystification",p.9参照。
Mmibid.p.88．なお既掲の長足雅人教授『西蔵仏教研究』第二部「菩提道次第広論」毘
鉢舎素和訳(P,99-446)はいわゆる'Lam-rim'(StagesonthePath,ibid,pp.881.
宗喀巴は『ラムリム』の道からやがて『ガクリム』の世界に移る。それが密教の世界であ
るに他ならない）の極意たる部分の訳出で．インド・Tibet・日本を通じて「中観仏教」
の研究に関しては股も光彩あるものである。
M1)長足教授，上掲杏p･88参照。
㈱中観学派の前の聡伽11職学派でのDharmapa1a(迩法531561)等の進歩した思想は
玄美（602-664）によって漢土にも導入されたが．これに匹敵する中観学派の進んだ考え，
殊に後に至っては琉伽唯識の思想をも自らの中に併合したと思われる中観思想は．遂に漢
土に知られず，漸くTibet仏教の究明と共に世界の学界に紹介され，そうした韮礎的学
問の確立の上にこそ典の密敬学があるということでDalaiLama八世が真筆強力に
Tibet学者Gucntherに訴え．彼も亦，まさしく.WithoutMystification'の名で
Tibet仏教を明硫にしようとしたものと琴えられる。玄笑がインドから中国に窟らした
Nalnnd"寺（大物の欣伽唯欺学は波寺における諸説対立のままの紹介では混乱すると
してか護法説を中心にして十漠の錐を合糠して『成唯識證』10vols,としたものが法相宗
の正依となった。曲て玄英断択出の『維際軽』たる『説無垢称経』に対する慈恩大師の註
釈苔『鍵無垢称掻琉』を閲沈した折．投法と滴弁(Bhavya,BhZvaviveka490570年頃）
の対立した見解の細介されているのを見た（拙蒋，『維摩径の思想的研究』第12章「法相
宗と維摩繩」pp､167-191参照)。消弁はすなわち,Svatantrikas'の開祖である。したがっ
て法相求迷には･Prasamghikas'の系淵に腿するもののあることが察知される。Tibet
には伝えられたが逆に漢土に伝わらなかったとされるCandrkrrtiの唾Prasannapada"
は昭和7年4月に恩師宮木jE鰍教授から初めて教示を受けたものであるが．その後40年近
い織月の綴過ののち漸く『靴|ド繩』（職沢dri-mamed-pargrags-pasbtsn-pa)の研究
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を通じて心ばかりそれにアプローチし僻たことは且は深く自ら慨づる所であり且は大いな
る歓びとする所である。
金沢大学に「海外文化交流委貝会」が設けられ，特にUniv・ofItnnsylvania(ペン
大）との間にsisterhoodの実現した当初に同大学のDr.E・DaleSaundersから予に
対し本学図譜雌が所蔵する其首宗密教(ESotericism)関係書のlistの送付を求められ
た。同教授はSorbonne大学からEsotericismの研究によって学位を取得した人で．
予の最も親しい米人学者の一人だあるが．同氏のその後の研究が同氏近著頓RI'ddhismin
Jamn-WithanOutlineofItsOriginsinlndia"1964を参照しても主として日本の庶
民信仰に関する方而に向って．Tibetの大乗仏教，特にその顕教方面の研究に進もうと
されないかに見えるのは残念である。しかし日本の密教そのものが庶民性の上に立ってい
る郡実は如何ともしがたく．そこにTibet顕教の研究こそが真正な宗教哲学への道であ
るということを逆悦のようであるが孟えそうである。なおGuenther教授が新署に参照
した欧米の諸文献については次回にのべる。華者が昭36のインド旅行に際し入手したDe-
Ihiで発行のP.V.&pat救授細"2500YearSOfBuddhiSm"(FOrewordbyS.Rad-
hakrishnan,1959)にはTibet仏教もしくは密教についてRahuISankrityaya(Aca-
ryaDIpaikaraSrIj"naの距下にpp､225-238),AnagarikaGovinda(Principlesof
(TantricBuddhismの迩下にpp."7-374),そして続いてH.V.Guentherその
人MantrayanaandSahajayanaの題下にpp､374-379)の三人が各分担執兼している。
この書は東南Asiaや欧米の仏教にまで行届いた現代仏教についての慨観を与えた良識で
ある。
